
生きる力が育つのは小学生時代！！

私たちの仮説

交流することで生まれる があるはず
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★子どもと元気なシニアの交流を！

目
標

• 多世代交流の
居場所を作る

• 親は安心！

• 子どもは生きる力UP！！

• シニアも元気に！！！
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スポット利
用ができ
ない

利用条件
が柔軟性
に欠ける

プログラム
が充実して
いない

放課後児
童クラブ

数が少ない
＝エリアが
限定される

事業として
継続展開

稼働団体
の少なさ

NPO

利用料
が高い

企業

例：某民間企業
入会金25,000円
年会費6,300円
月会費39,900円（週5日
利用）

現状の課題は？
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「公益タイプ」・・・低コスト、低料金
１ イケじい、イケばあ講座
２ 伝統工芸職人に丁稚奉公（地場産業地域の学区）
３ シニアと学生ボラによる見守り隊＋有資格者

防災・救急処置等のスタッフの質を高める研修も実施。

「事業タイプ」・・・利益追求型
１ コミュニティカフェの経営
２ 工芸品（手芸品）、野菜の委託販売

⇒売上の２０％を委託管理費として徴収
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私たちの提案！！



私たちの迷走
●課題について調査不足

●代弁者を絞り込めなかった （子ども？親？シニア？）

●手段ばかりに着目していた
●解決したい問題がぼやけた

どう動いていいかわからなくなった
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    2013/1/13 地域デザインカレッジ 
                    「夢みつけ！宝育ＬＯＶＥ」プロジェクト

『児童クラブ』について市社協訪問時設問リスト(回答 数字は概算) 

① 静岡市の児童クラブ数、運営時間（うち校外にあるクラブ数及び所在地） 
※ 私営の児童クラブについての詳細（所在地、運営時間は社協と統一？指

導員の状況、プログラム） 
全 53(一覧表もらった) うち学校外児童クラブは１４ 

② 各児童クラブに登録された児童数 
全部で２０００人ほど（今は減った。多い時２５００人） 

③ 指導員数（全体）、指導経験の平均、収入（時給）、条件 
正規 200 人、臨時(欠員、夏休みなどの長期時)１００人で更新制 

④ 抱える問題点 
長期休暇時(夏休み等)のプログラム不足(出前講座などあるとよい) 

  良い指導員 
  時間延長はニーズはあるけど対応しづらい(７時くらいまで希望が多い) 
⑤ 運営費の詳細 
  市からの補助２億円、保護者からの会費２億(会計等は市が担当) 
  ほぼ人件費、大きな消耗品は市が購入 
⑥ 下記代替案を実行することの可否（否の場合障害となるものは？） 

金額が発生するのは好ましくない 
⑦ シングルペアレントなど緊急度の高い子への特別な対応はあるか 

社協は関知せず。市が対応。直談判すれば１が月待たなくて入会可能かも 
会費には収入による割引は無い(２人いれば２人分払わなければならない) 

⑧ はとなバンクの利用頻度（認知度の確認） 
始まったばかりでもあり認知度&利用共に低い。普段は必要ない(宿題などや

ることに追われて時間が無い)、利用するなら長期休暇時か 
⑨ 土曜日の利用者の割合は？低い時は何故か？ 

土曜日開いているところあるが利用頻度低い(週休二日で両親休みの人が多

い) →サービス業のシングルペアレントはいないのか？ 
 
■子ども１０人に指導員１人の割合！！ 
指導員への研修(年４回ほど)子どもの発達、遊び方、防災講座(逃げ方)、発達

障害児への対処法、食品の管理 



• 母子家庭等日常生活
支援事業

【内容】
生活援助
子育て支援

【利用】
１申請事由/年１０日

【費用】
７０円～３００円/１時間

• 家庭生活支援員

【資格】母子家庭への理解と熱意

ヘルパー３級以上
保育士
講習修了者

【支援】
家事、買い物、掃除
子どもの保育、食事の世話

【手当】
７４０円～1,910円/１時間
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既存事業の強化を提案

実績（H21）
生活援助14件/74回

子育て支援55件/306回
約4,500人/児童扶養手当

受給者数（H21）

「静岡市子どもプラン」H21年度進捗状況より抜粋



静岡市母子寡
婦福祉会

助けたい

母子

助けてほしい
母子
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【母子家庭等日常生活支援事業】をもっと使いやすく！！

収入UP
当事者も

助ける側に！

支援員条件緩和

利用拡大のPR

安心感UP
利用回数

UP

家庭生活支援員も
もっと増やしつつ、、


